
「本当に秋なのか？」と思わせる陽気から、ようやく秋めいてきました。
10月６日(金)は第１学期終業式でした。１年 大塚 丈さんと４年 黒須由里菜さんが代表して１

学期の反省を発表してくれました。入学式で不安や緊張が窺えた１年生は、今では他学年に混じっ
て虫取り網を片手に、校庭を走り回るようになりました。約半年の間に、どの学年も心身ともにぐ
っと成長し、うれしい限りです。

10月10日(火)からは第２学期が始まりました。３年 檜山季一さんと６年 小松澤柊大さんが代表
して２学期の抱負を発表してくれました。本校では現在、10月28日(土)に開催する『たてわりンピ
ック』に向け、代表委員や実行委員を中心に、計画・準備、練習を進めています。校庭や体育館か
らもＢＧＭや歓声が響き、休み時間にはリレーで熱くなっている子供たちも。その日が待ち遠しい
ですね。

実りの秋、そして充実の秋。子供たちの毎日が充実したものになるよう、教職員一同を挙げて努
めていきます。第２学期も本校教育活動へのご理解・ご支援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

本校では、体験活動を充実させる取組
を行っていますので、紹介します。

９月13日(水)には、４・５年生
の湖上体験学習を実施しました。

午前中は霞ヶ浦の遊覧船に乗船しました。好天に恵まれ、キラキラ輝く霞ヶ浦から見る阿見町周
辺の様子や水の使われ方についての説明を受けました。また、透明度を図ったり、実際に水を汲ん
で水質検査をしたりと普段ではなかなかできない体験をすることができました。午後は土浦市の茨
城県環境科学センターで、霞ヶ浦に住む微生物の観察を行いました。顕微鏡で見るさまざまな微生
物を発見して歓声を上げたり、霞ヶ浦に関する展示を見学したりと、充実した時間を過ごすことが
できました。

９月28日(木)に、５年生が稲刈りを行いました。栗山剛さん
のご協力の下、稲刈りを協力して行いました。刈り取り後に

籾とその他のゴミをふるいで分けたり、干したりといった作業も
大変だったようです。この後の籾摺りは、ＰＴＡ会長の糸賀弘幸
さんが協力してくださることになっています。

君原地区では稲作を行っていらっしゃるご家庭も多いと思いま
す。食べられることは決して当たり前でなく、食べ物が自分たち

の口に運ばれるまでの大変さやありがたさを、感じてもらえれば
と思います。

10月28日(土)実施予定の『君原小たてわりンピック』に向け、練習に熱が
入っています。授業時数確保のため、体育の授業を中心に各学年の表現活動を、
水曜日のきみはらタイム(ロング昼休み)で全校の縦割り班で行う種目を練習し
ています。全体での練習がない日の休み時間には、学年の垣根を越え、自主的に
リレーや応援の練習をする光景も見られます。

９月２日(土)には君原小ファンクラブの皆様等が敷地内の草刈りを行ってくださっており、10月
14日(土)にはＰＴＡ親子奉仕作業を実施します。

地域の皆様、保護者の皆様のご協力をいただきながら、成功に向け、全校を挙げて頑張っていき
ます。
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